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1. 本誌は､物性の研究を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を自由
に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報を交換 しあうことを目的とし
て､毎月 1回編集 ･刊行 されます｡掲載内容は､研牢論文､研究会 ･国際会議
などの報告､講義ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な
どです｡










ワープロ原稿 を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 されますの














2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所 を赤で指
定 して下さい｡
3)数式､記号の書き方は､ Progress,Journalの投稿規定に準 じ､立体 ([)､
イタリック (_)､ゴシック (vv)､ギ リシャ文字 (ギ)､花文字､大文
字■､小文字などを赤で指定 して下 さい｡本誌は立体を基本 としてタイプ
されますので､式にも必ず､イタリック､立体を指示 して下さい｡また､
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編 集 後 記
ワークステーションはおろかパソコンでさえ普及 していなかった項に､有名なSF作家の作品で
コンピュータ時代の極致を扱った短編があった｡兄弟の間でさえ共有できる言語がなくなるほど
コンピュータ言語の進化速度が激 しくな り､ これが自然言語の進化 (? )を促進 し､ 日常会話は
極端に縮約化されて同世代でしか通用しない ｢か?｣とか ｢く｡ ｣とかですむようになる｡挙げ
句､言語は思考を支配し思考形態そのものも変貌 していくという恐ろしい話である｡客に食事を






きと同様､ ｢リか ｣とか ｢セげ ｣とか頭の中で声を出して読みなが らキーを打っ｡ それがUⅣIXでは
どうだ｡子音だけで書いたlsとかshとかlprとか､意味不明なばか りか､ どうにも読めないものが
やたら出てくる｡ コンピュータをおもちゃにして育ってそのメカニズムを知 り尽 くし､ しかも流
れるようにキーボー ドを打てる若い人にとっては､ もはや読む速さでは遅すぎて追いつかないの
だろう｡ コマン ドやプログラム言語は人間とコンピュータの間のインターフェイスであって､ コ
ンピュータを売 り込んでいく過程のある一時期に人間側に譲歩して自然言語の形をとったに過ぎ
ないから､ コンピュータが判別できればよいのであって､それ以上の意味を持つ必要など元々な
い｡現に我家の下の娘はパソコンで ｢クチミチ｣ とか rマサテ｣とかやって結構遊んでいた｡UNIXは､ そ
んな世代が形成された時代に､元々読む速さでタイプライタを打つことのできる人々が生活 して
いた国で作 られた言語なのだ｡ 中年の日本人が悩まされるのは仕方がない｡ むしろ､ディスプレ
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